
高齢者むけスマホ利活用支援人材育成の
在り方について

行政や企業と連携したシニアボランティアによる
スマホ利用支援活動５年目の現場からの報告

総務省 IOT新時代の未来づくり検討委員会人づくりWG高齢者SWG

2017年12月21日 老テク※研究会事務局長

NPOブロードバンドスクール協会シニアプロジェクト担当 近藤則子

※老テクとは老人を助けるテクノロジー。在宅介護を支援する情報通信技術、

普及方法を研究、実践

老テク研究会2017



パソコン、携帯電話、デジタルテレビ、タブレットやスマートフォンを
高齢者や障碍者が利用できるようにボランティアによる利用支援講座を
国内外の友人たちと連携して実施。 相互交流のネットイベントを開催

老テク研究会2017

上 企業のショールームで無料のパソコン教室
右 第20回電脳ひなまつり＠日本橋南郵便局
2017年は若宮正子さん（８２）がスマホのゲームアプリ
”ひなだん”を発表して大きな話題になりました。
12月19日に英語版hinadanも公開されました。

出演 高齢者法専門家 樋口範雄氏（武蔵野大学教授）
デイケアの体操指導で大人気のロボットPALRO(パルロ)
国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)
データ駆動知能システム研究センター長 鳥澤健太郎氏
台湾の中国茶教室一以庵の高齢者と日本語で映像交流

2017年9月15日開催
YouTubeで公開中



世界最高齢のプログラマー 若宮正子さん
マーちゃん（82歳）から首相にICT利用支援の重要性を提案

老テク研究会 ALL RIGHTS RESEARVED

情報端末を無料で配布するだけでは
だめ、利用支援教育が大事と、提言



シニアむけ情報学習に必要な要素

１ 高齢者が安心して、気軽に（安く）情報学習できる場所

２ 高齢者にわかりやすく教えてくれる講師、サポーター

３ 高齢者にわかりやすいテキスト、楽しい講習内容

４ 高齢者のための情報学習機会があることを知らせるしくみ

５ 電話やファクスなど多様な手段で受付してくれる窓口
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仙台市の市民協働地域シニアネットモデル１９９７年ー2000年

行政
郵政省（当時）仙台市
仙台市教育委員会
郵便局（当時）

広報支援、会場提供

シニアボランティア団体
仙台シニアネットクラブ

教室運営
講師養成

イベント・セミナーで
普及・啓発活動

地元企業 針生印刷（現ハリウコミュニケーションズ）
シニアボランティアへ技術支援 ウェブサイト運営

技術サポートボランティア
オリジナルテキストの制作・印刷受注 マイクロソフトも依頼。

ＩＴ企業
ＮＴＴ マイクロソフト ＮＥＣ デンコードー
機器やソフト、資金の寄贈 施設の提供

テキストへの広告費提供

仙台中央郵便局で高齢者むけ無料のパソコン
インターネット教室

講師ボランティアを養成し講師の集団
仙台シニアネットクラブを結成

老テク研究会はコーディネーターを担当
告知は行政、メディアで無料 会場は郵便局が提供
テキストを制作、広告を営業して活動資金を確保

他の郵便局 老人福祉センター
小学校等でのパソコン講習会

パソコンボランティア

オリジナルテキスト
制作 販売



パソコンボランティアの何が楽しい？
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１ 支援した相手から感謝される
２ 自分の勉強になる。知識・情報を得られる。
３ 家族・世間から尊敬される
４ 地域に新しい友達ができた！

活動後、仲間とおいしい食事ができる
活動外でも楽しく会話ができる

５ お金をかけずに楽しく学べる。
お金の報酬がでる場合もある。



スマホ・タブレット利用支援のこれまで
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iPad 利用支援活動 2013年ー

世田谷区の光明特別支援学校や、介護家庭のリハビリ支援を中心に活動
茶論 ワンコインで高齢女性むけiPad講座 ゲームや地図の見方、
編み物サロンと組み合わせた講座を実践
動画加工アプリ ELF YOURSELF を使った”ｉＰａｄで動くクリスマス
カードをつくろう”講座を開催したときには、メークも！
生まれてはじめてつけまつげをつけた７0歳！

https://youtu.be/7rOQR4eBT-o

みんなで踊った華麗？なダンス！
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東京電機大学の地域貢献・交流事業費でテキストを作成
講師や学生サポーターの謝金を支援してもらいました。



全国で実施したシニアむけスマートスクール

老テク研究会2017

2013－2015実施 サムスン電子ジャパンの社会
貢献事業として（株）ダイナステップ社が受託。
老テク研究会は各地の団体を紹介等協力

発足時の実施団体

その後拡大し、現在独自で
実施の団体もある

老テク研究会は東大先端研等
で実施 サポートは、東大博士
課程の学生たち
KDDIに入社した方もいました。



浦安市のａｕショップで高校生サポーターと
仙台や台湾と交流しながら実践したスマホサロン

老テク研究会2017

スマートスクール終了後、全国携帯電話販売代理店協会やａｕショップの
協力で、実施したスマホサロン （サムスン電子ジャパンが協賛）
購入したい人、購入したけれど使い方がわからない高齢者が対象。
地元の東海大学付属浦安高校ボランティア同好会の会員の高校生に
サポーターをお願いし、マンツーマンで利用支援を実施しました。
左の写真は、仙台の桜の景色。高校生のサポーターは大変好評でした。
赤ちゃんを抱いているのは、台湾大学のレガシーアートの講師 カンさん
カンさんがスマホのペンで描いた息子さんたちのイラストに感動！



横浜市のカフェで携帯ショップと連携した購入したけれど
使い方がわからない高齢女性むけのスマホサロン実験中

老テク研究会2017

シニアのスマホの駆け込み寺として企画 2017年9月ー11月 10回開催
当初定員５名 途中から3名に修正
携帯ショップと連携した、購入後のトラブル支援活動を（一社）電気通信事業者協会（TCA)に
ご相談したところ、ドコモ社が近隣の店舗を紹介してくれました。
今後は、ドコモ社としても従来の購入前だけではなく、購入後のスマホ教室をショップを通じて支援
するそうです。

三好さん手作りガイドブック
Docomoが提供するハンド
ブックの補足



老テク研究会2017

横浜では継続して学びたい人のためのサロンを実施中
らくらくスマホユーザーむけのサロンには（一社）全国携帯電話販売代理店協会
を通じて富士通パーソナルズ、メーカーの富士通コネクテッドテクノロジーズ社
の方が応援にきてくださいました。

らくらくスマホ購入の理由は、娘や夫にすすめられたという方と、夫が退職して家のパソコンを独占
するので、ネットを使いたいと困った妻が購入！に、納得。 今日はLINEと写真加工アプリの使い方
若宮さんのひなだんアプリは初心者にも楽しめるアプリで好評
シニアにわかりやすい文字入力の方法について三好さんとメーカーさんとで議論できてよかった。



女性のためのスマホサロン＠横浜のビジネスモデル
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都筑区のNPO ILTが運営するカフェで スマホサポート
カフェにはお茶代500円を支払う ３ヵ月でのべ20名が受講
継続して勉強したい人は月２回のサロンに参加
午前中はらくらくスマホグループ 午後はAndroid

カフェから一番近い
docomoショップと連携

スマホを購入したけれど
使えないという方に店員
からパンフレットを進呈
希望者はNPO（ILT)に
電話で申し込む
パンフレット、テキスト
制作はBBS

都筑区のシェアリーカフェで、無料のスマホサロン
NPO I Love つづき（ILT)とBBSで共催

NPOブロードバンド
スクール協会（BBS)の
講師の三好さんは
シニア情報生活アドバイ
ザー、ITアドバイザー、
情報セキュリティサポー
ター等の資格がある。
初回は無料
２回目から500円（90分）
テキスト等は自身で準備
実施した内容や、感想は
docomo社と共有



高齢者の学習支援はお世話役が鍵
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地域情報化を推進する人材育成というが、高齢者の情報利活用支援する場合、意欲があ
る（すでに情報端末を購入した）人への支援から始めることが現実的。

すでに企業（電話会社等）やパソコン教室等でスマホ講座が開催されており、NHKの
教育テレビやシニアむけ雑誌（クロワッサン、サライ等）でスマホ活用特集は大人気。

パソコンと違って、カフェや個人宅でも実施できるスマホ講座を支援するプログラムや
情報発信が必要。 高齢者のニーズを丁寧に聞き取れる三好さんのような講師を
ひとりでも多く、養成できるようにしたい。

また、新しいことを学ぶ場合は講師、指導者が重要だが、高齢者の学びには講師だけでは
なく、声をかけたり、まとめる役を担うすが必要。
お世話役がいれば講師はスマートフォンを使っている学生でも初心者には大丈夫。
高齢者が若い世代から新しい世界を学ぶ楽しさを発見する機会になればすばらしい。



日本初のシニアネットメロウ倶楽部はfacebookへ移行中
会員もパソコンだけではなくスマホ勉強会を実施

老テク研究会2017



老テク研究会2017

福岡のメロウ倶楽部会員によるスマホ勉強会

お世話役
冨田靖子さん（７３）

メロウ倶楽部福岡では、冨田さんがお世話役となって、昨年から福岡県の
公共施設「あすばる」の談話室（無料）でスマホ勉強会を開催。

購入したけれど使いこなせないというメロウ倶楽部の仲間といっしょに、
スマホの楽しい使い方を勉強している。 今では全員がスマホユーザーに
わからない時には三好さんにスマホで相談することもあるとか。



郵便局から始まった江戸川シニアパソコンネット
ワーククラブ（通称ふれあいネット）は18年目
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江戸川区の公共施設グリーンパレスのパソコン教室
講師は全員ボランティア 会員数250名
この日は会場定員いっぱいの50名が参加
この日は描画機能を使って地図の描き方を学びます。

創設以来会長の深見祐弘氏は85歳
元江戸川区役所職員 書道の達人



民生委員・消費生活推進員が連携した地域活動
電話を使った詐欺や消費トラブル防止の講座
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自治会や社会福祉協議会など行政と連携した多彩な地域が活動は高齢者が支えています。
民生委員、消費生活推進委員には多くの研修会や学習のための印刷物が提供されます。
横浜市の消費生活推進委員には、独自の活動費も支援されます。
情報活用人材育成、地域情報化支援活動の重要性を理解していただけるよう、こうした地域の方々と連携
できるよう自治体や消費生活センター等に総務省から働きかけていただけるようお願いします。



シニアのためのスマホサロンの未来
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情報バリアフリー機能を活用できるシニアは自立した暮らしを維持しやすい。
情報力を育てることで、健康寿命を延ばせる。災害時にも社会から孤立しない。
地域のスマホサロンでの出会いをきっかけに新しいつながりがうまれる。
教える、教わる関わりを通じて、困ったときに助け合い、ささえあえる友達と出会える
インターネットを通じた新しい学びの機会が高齢者の新しい活躍の場をひろげる。
情報格差を解消し、多様な情報サービスを高齢者が利用できることで経済が活性化する


